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昨
秋
〔
大
正
七
年
〕
十
月
大
和
に
遊
び
、
石
上
神
宮
に
参
拝
し
て
、
有
名
な
る
神
宝
六
叉
鉾
と
称
す
る
異
形

の
古
武
器
を
拝
観
す
る
こ
と
を
得
た
。
茎
一
に
し
て
、
左
右
に
各
三
枝
、
都
合
六
個
の
枝
を
生
じ
て
、
切
尖
と

と
も
に
七
鋒
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
切
尖
以
外
、
六
叉
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
鉾
と
見
立
て
て
、
六
叉
鉾
の
称
を

得
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
六
叉
鉾
で
は
な
く
、
七
枝
刀










と
称
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
銘
文

に
、
「
□
陽
造
百
錬
□
七
支
刀
」
と
あ
る
の
で
明
か
で
あ
る
。

　
こ
の
七
枝
刀
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
明
治
二
十
五
年
十
二
月
の
『
史
学
雑
誌
』
に
、
故
星
野
〔
恒
〕

先
生
が
、
図
を
掲
げ
て
考
証
を
発
表
せ
ら
れ
た
〔
３
９
〕
。
そ
れ
に
は
、
神
功
皇
后
五
十
二
年
に
、
わ
が
千
熊

長
彦
に
従
っ
て
来
た
百
済
使
者
久
※
献
上
の
、
七
枝
刀
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
ま
こ
と
に

卓
見
で
、
爾
後
多
く
こ
れ
を
疑
っ
た
も
の
を
聞
か
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
先
生
は
、
い
か
な
る
ゆ
え
に
や
年
表

を
見
誤
ら
れ
て
、
魏
の
「
太
和
」
の
年
号
を
「
泰
初
」
と
な
し
、
魏
の
文
帝
泰
初
四
年
の
も
の
だ
と
考
定
せ
ら

れ
た
。
こ
の
点
は
ま
こ
と
に
惜
し
む
べ
き
過
誤
で
は
あ
る
が
、
言
わ
ば
白
璧
の
微
瑕
で
、
大
体
に
お
い
て
今
な

お
立
派
な
御
研
究
と
拝
見
す
る
。

第
一
図
　
七
枝
刀

　
そ
の
後
、
大
正
三
年
八
月
、
高
橋
健
自
君
が
関
〔
保
之
助
〕
・
新
納
〔
忠
之
介
〕
・
佐
藤
〔
小
吉
〕
・
梅
原
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〔
末
治
〕
諸
氏
と
と
も
に
、
さ
ら
に
そ
の
銘
文
を
精
査
せ
ら
れ
、
前
に
不
明
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
、
や
や
明
か

に
な
っ
て
来
た
。
銘
文
は
両
面
に
各
一
直
線
に
金
象
眼
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
文
字
を
梅
原
君
の
手
記
に
よ
っ

て
示
せ
ば
第
二
図
の
通
り
。

第
二
図
　
七
枝
刀
銘
文

　
か
く
て
高
橋
君
は
、
十
月
の
考
古
学
会
の
例
会
に
お
い
て
、
「
京
畿
旅
行
談
」
の
一
部
と
し
て
、
こ
の
神
宝

の
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。
記
事
は
『
考
古
学
雑
誌
』
第
五
巻
第
三
号
に
あ
る
。
曰
く
、

　
其
象
嵌
銘
文
は
、
泰
始
四
年
六
月
十
一
日
丙
午
正
陽
造
百
錬
□
七
支
刀
云
々
と
読
み
得
ら
る
、
三
正
綜
覧
に

よ
り
て
其
干
支
を
按
ず
る
に
、
西
晋
武
帝
泰
始
四
年
六
月
十
一
日
は
丙
午
な
れ
ば
、
此
鉾
銘
文
は
正
し
く
晋
の

泰
始
に
相
違
な
く
、
星
野
博
士
は
、
此
鉾
を
以
て
日
本
紀
神
功
紀
五
十
二
年
秋
九
月
の
条
に
見
え
た
る
、
百
済

使
者
の
献
じ
た
る
七
枝
刀
な
る
べ
し
と
論
ぜ
ら
れ
た
る
が
、
今
其
銘
文
中
に
七
支
刀
と
あ
れ
ば
、
之
れ
七
枝
刀

に
相
違
な
か
る
べ
く
（
云
々
）
。

　
こ
れ
を
晋
の
泰
始
と
す
る
こ
と
は
、
故
那
珂
〔
通
世
〕
博
士
も
か
つ
て
余
に
語
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
高

橋
君
の
は
さ
ら
に
干
支
に
引
き
当
て
、
百
尺
竿
頭
一
歩
を
進
め
ら
れ
た
研
究
と
し
て
、
世
に
推
奨
す
る
に
躊
躇
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せ
ぬ
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
銘
文
な
る
年
号
を
「
泰
始
」
と
読
ま
れ
た
に
つ
い
て
は
、
な
お
研
究
を
要
す
る
も
の

が
あ
ろ
う
と
思
う
。
星
野
先
生
も
泰
始
と
泰
初
と
両
号
を
抽
出
せ
ら
れ
、

　
三
国
魏
文
帝
の
世
に
泰
初
あ
り
、
晋
武
帝
の
代
に
泰
始
あ
り
。
然
れ
ど
も
「
イ
」
（
星
野
先
生
の
見
ら
れ
た

る
銘
文
第
二
字
目
は
、
写
し
不
完
全
に
し
て
、
左
旁
の
「
イ
」
の
み
見
る
を
得
た
る
な
り
）
は
「
初
」
に
近
く

し
て
、
「
始
」
に
遠
し
。
疑
ら
く
は
是
「
初
」
の
字
の
残
画
な
ら
ん
。

と
、
言
わ
れ
た
が
、
高
橋
君
ら
の
丹
誠
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
精
し
く
こ
れ
を
写
し
取
ら
れ
た
も
の
を
見
る
に
、

い
っ
そ
う
こ
の
感
を
深
く
し
て
、
と
う
て
い
「
始
」
の
字
と
は
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ
で
年
表
に
よ
っ

て
「
泰
初
」
の
年
号
を
調
査
す
る
に
、
前
漢
・
前
秦
・
南
凉
・
西
秦
に
各
「
太
初
」
が
あ
る
。
「
太
」
は
「
泰
」

に
通
ず
る
の
で
、
『
晋
書
』
に
は
武
帝
泰
始
元
年
条
に
改
元
の
こ
と
を
記
し
て
、
「
改
景
初
暦
為
太
始
暦
」
と

も
あ
る
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
太
初
を
『
三
正
綜
覧
』
に
当
っ
て
み
た
と
こ
ろ
が
、
左
の
結
果
を
得
た
。

前
漢
太
初
四
年
六
月
十
一
日
癸
丑
　
前
秦
太
初
四
年
六
月
十
一
日
甲
午

南
凉
同
　
　
　
　
　
　
　
　
庚
寅
　
西
秦
同
　
　
　
　
　
　
　
　
壬
子
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い
ず
れ
も
銘
文
の
干
支
に
合
わ
ぬ
。
さ
ら
に
こ
れ
を
「
泰
初
」
以
外
に
求
め
る
と
、
「
泰
和
」
の
文
字
が
や

や
似
て
い
る
。
し
か
し
魏
・
後
趙
・
成
漢
・
東
晋
・
北
魏
等
に
あ
る
太
和
、
こ
れ
ま
た
一
も
干
支
の
符
合
す
る

の
が
な
い
。
『
三
正
綜
覧
』
に
も
、
一
日
や
二
日
の
間
違
い
が
な
い
と
も
言
わ
れ
ぬ
が
、
こ
れ
ら
の
齟
齬
は
い

ず
れ
も
そ
ん
な
僅
少
の
こ
と
で
は
な
い
か
ら
、
ど
う
し
て
も
高
橋
君
推
定
の
泰
始
四
年
以
外
に
、
こ
の
干
支
に

当
て
嵌
め
て
み
る
べ
き
も
の
が
な
い
と
極
っ
た
。

　
し
か
ら
ば
こ
れ
を
無
理
に
も
「
泰
始
」
と
読
む
べ
き
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
わ
が
輩
に
説
が
あ
る
。
『
日
本

紀
』
神
功
皇
后
六
十
六
年
の
条
に
、

六
十
六
年
。
是
年
晋
武
帝
泰
初
二
年
。
晋
起
居
注
云
。
武
帝
泰
初
二
年
十
月
、
倭
女
王
遣
重
訳
貢
献
。

と
あ
る
。
こ
の
三
十
四
字
は
後
人
の
加
筆
と
し
て
、
『
集
解
』
『
標
注
』
『
通
釈
』
等
に
は
、
い
ず
れ
も
削
除

し
て
あ
る
が
、
よ
し
や
加
筆
で
あ
る
と
し
て
も
、
古
く
『
晋
起
居
注
』
が
わ
が
邦
に
伝
わ
っ
て
、
そ
れ
に
泰
初

の
年
号
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
と
ま
ず
こ
れ
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
て
そ
の
年
は
、
年
表
を
按
ず
る
に
、

ま
さ
に
『
晋
書
』
の
泰
始
二
年
に
相
当
す
る
。
し
か
ら
ば
泰
始
は
も
と
泰
初
と
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
四
年
六
月

十
一
日
丙
午
に
作
っ
た
七
枝
刀
に
は
、
ま
さ
に
当
時
の
文
字
通
り
、
「
泰
初
」
と
書
い
た
も
の
だ
と
解
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。

　
果
し
て
し
か
ら
ば
何
故
に
泰
初
を
、
泰
始
に
改
め
た
か
。
あ
る
い
は
同
義
の
理
由
か
ら
、
避
諱
に
よ
っ
て
こ

う
な
っ
た
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
普
通
の
避
諱
の
例
に
は
い
っ
こ
う
そ
れ
が
見
え
ぬ
の
み
か
、
『
晋
書
』
に

「
初
」
の
字
を
忌
ん
で
お
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
が
、
理
学
博
士
小
川
琢
治
君
が
、
宋
版
『
証
類
本
草
』
の
序
例
（
梁
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陶
弘
景
著
『
本
草
集
註
』
の
首
巻
序
録
に
加
筆
し
た
も
の
）
を
、
橘
瑞
超
師
の
燉
煌
石
室
発
見
に
係
る
隋
以
前

の
古
写
『
本
草
序
録
』
と
対
照
校
合
せ
ら
れ
た
時
に
、
宋
版
の
方
は
、
唐
の
高
宗
の
諱
の
「
治
」
の
字
を
避
け

て
、
た
だ
に
同
じ
文
字
の
み
な
ら
ず
、
い
や
し
く
も
右
旁
に
「
台
」
の
あ
る
字
は
、
こ
と
ご
と
く
他
の
字
に
改

め
て
あ
る
こ
と
を
発
見
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
普
通
の
避
諱
の
例
と
は
違
っ
て
、
珍
ら
し
い
こ
と
で
あ

る
が
、
も
し
そ
の
例
に
よ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
も
と
「
泰
始
」
と
あ
っ
た
の
を
唐
代
に
「
泰
初
」
と
改
め
た

こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
始
め
て
意
義
が
通
ず
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
場
合
は
そ
の
反
対
で
あ
る
が
、
思

う
に
唐
代
に
お
い
て
古
書
を
写
す
に
当
り
、
「
始
」
の
字
を
「
初
」
と
改
め
る
の
が
例
で
あ
っ
た
に
よ
っ
て
、

後
に
そ
の
「
初
」
を
「
始
」
と
戻
す
つ
い
で
に
、
初
め
か
ら
「
泰
初
」
で
あ
っ
た
年
号
を
も
、
こ
れ
も
「
始
」

を
改
め
た
も
の
だ
と
誤
解
し
て
、
お
相
伴
に
「
泰
始
」
に
戻
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
シ
ナ
の
当
時
の
金
石

文
に
「
泰
始
」
の
号
が
発
見
さ
れ
な
い
限
り
、
し
ば
ら
く
か
く
定
め
て
お
き
た
い
。
果
し
て
し
か
ら
ば
、
『
日

本
紀
』
所
引
の
『
晋
起
居
注
』
な
り
、
こ
の
七
枝
刀
の
銘
文
な
り
は
、
当
初
の
年
号
を
そ
の
ま
ま
に
伝
え
た
も

の
と
し
て
、
こ
の
意
味
か
ら
も
有
益
な
る
史
料
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
な
お
『
日
本
紀
』
に
、
百
済
の
使
者
久
※
が
こ
れ
を
献
じ
た
の
は
、
神
功
皇
后
の
五
十
二
年
と
あ
っ
て
、
該

書
の
年
立
に
よ
る
と
、
泰
初
四
年
と
は
十
六
年
の
前
と
な
る
。
し
か
し
こ
の
『
日
本
紀
』
の
年
立
は
、
著
者
が

わ
が
神
功
皇
后
を
も
っ
て
、
『
魏
志
』
等
に
見
え
た
倭
女
王
卑
弥
呼
だ
と
誤
解
し
て
、
そ
の
年
代
に
当
て
は
め

た
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
皇
后
の
御
年
代
は
、
こ
れ
よ
り
も
数
十
年
間
後
れ
て
い
る
。
『
古
事
記
』
に
よ

る
に
、
仲
哀
天
皇
の
崩
年
は
壬
戌
の
年
で
、
多
分
晋
の
恵
帝
泰
安
元
年
の
壬
戌
の
こ
と
と
察
せ
ら
れ
る
。
果
し
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て
し
か
ら
ば
、
泰
初
四
年
よ
り
は
三
十
四
年
の
後
と
な
る
。
こ
の
泰
初
と
仲
哀
天
皇
崩
年
と
の
間
に
お
い
て
、

馬
韓
が
し
き
り
に
晋
と
交
通
し
た
記
事
が
『
晋
書
』
〔
四
夷
伝
〕
に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
「
武
帝
太
康
元
年
・

二
年
、
其
主
頻
り
に
使
を
遣
し
て
、
入
り
て
方
物
を
貢
す
」
と
か
、
「
七
年
・
八
年
・
十
年
、
又
頻
り
に
至
る
」

と
か
、
「
太
熙
元
年
東
夷
校
尉
何
龕
に
詣
り
て
上
献
す
」
と
か
、
「
咸
寧
三
年
復
来
り
、
明
年
又
内
附
を
請
ふ
」

な
ど
見
え
て
い
る
。
方
物
を
貢
す
と
か
、
上
献
す
と
か
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
は
物
品
の
交
易
で
、
そ
れ
相
当

の
品
を
、
晋
か
ら
得
て
帰
っ
た
に
相
違
な
い
。
七
枝
刀
も
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
さ
い
に
得
た
物
で
あ
ろ
う
か
。

馬
韓
は
今
の
全
羅
・
忠
清
地
方
で
、
魏
の
こ
ろ
に
は
五
十
四
国
に
分
れ
、
百
済
す
な
わ
ち
伯
済
は
、
そ
の
う
ち

の
一
国
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
百
済
次
第
に
勢
力
を
得
て
、
つ
い
に
馬
韓
地
方
を
一
統
す
る
に
至
っ
た

の
で
、
晋
の
こ
ろ
に
は
、
馬
韓
諸
国
の
中
で
も
、
最
も
有
力
な
も
の
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
し
か
し
て
そ
の

百
済
国
が
、
晋
か
ら
得
た
七
枝
刀
を
わ
が
国
に
奉
っ
た
と
し
て
、
条
理
き
わ
め
て
よ
く
通
ず
る
。
こ
の
特
別
の

由
来
を
有
し
、
特
に
史
上
に
著
名
の
宝
刀
が
、
よ
し
や
多
少
の
損
傷
を
受
け
た
と
は
い
え
、
千
数
百
年
後
の
今

日
に
伝
わ
り
、
わ
れ
ら
ま
で
も
こ
れ
を
拝
観
す
る
を
得
る
と
は
、
ま
こ
と
に
奇
蹟
と
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
を
約
言
す
れ
ば
左
の
通
り
。

一
、
石
上
神
宮
安
置
の
六
叉
鉾
と
称
す
る
も
の
は
、
銘
文
の
明
示
す
る
ご
と
く
、
七
枝
刀
な
り
。

二
、
こ
の
七
枝
刀
は
、
『
日
本
紀
』
に
神
功
皇
后
五
十
二
年
百
済
貢
献
と
あ
る
も
の
な
る
べ
し
。

三
、
こ
の
七
枝
刀
は
、
晋
の
武
帝
泰
初
四
年
六
月
十
一
日
の
製
作
に
か
か
る
。
大
正
八
年
を
距
る
ま
さ
に
千
六
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百
五
十
一
年
の
前
な
り
。

四
、
『
晋
書
』
に
泰
始
と
あ
る
年
号
は
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
泰
初
を
後
に
誤
り
た
る
も
の
な
る
べ
し
。

編
注

〔
３
９
〕
　
星
野
　
恒
「
七
枝
刀
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
三
編
第
三
七
号
、
明
治
二
五
年
一
二
月
）
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
喜
田
貞
吉
著
作
集
　
第
一
巻
　
石
器
時
代
と
考
古
学
」
平
凡
社

　
　
　1981
（
昭
和56

）
年7

月30

日
初
版
第1

刷
発
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